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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・インフルエンザ予防接種済証について、役所へ持参すると助成金が受けられる場合があります。

小笠原　禮子様～ご家族様面会時渡して下さい。

岡田　石子　様～釣様が3月末頃病院へ来院予定との事ですので、その際に渡して下さい。

佐藤　幸男　様～ご家族様面会時渡して下さい。

生駒　哮　　様～時折ご家族様差し入れ見られています。医事へ、ご家族様来院時は待って頂き病棟へ連絡する様連絡していますので、ご家族様へ渡して下さい。

※役所で必要なのは、「インフルエンザ予防接種済証」「領収書」「印鑑」「通帳」となります。領収書は入院費支払いの際に届く事を含め、ご家族様へ説明お願いします。

＜患者様連絡事項＞

・下口　政子様～新型インフルエンザワクチン接種について、先日微熱があった事、咳嗽が続いている事、風邪薬服用中である事を主治医へ報告し、本日の接種は中止となっています。実施日が決まった際は、事前に外来へ連絡お願いします。

・間木　静子様～個室利用書の印鑑を押す為、用紙を本人へ渡しています。夫様が次回面会日に印鑑を持ってくるとの事でしたので、印鑑押し次第コピーをして医事へ渡して下さい。

・大橋　照子様～最近他者への干渉が多くなってきた為、トラブルには充分気をつけていきましょう。

・田端　テル様～本日主治医、本人様、長男夫婦様、お孫様にて今後について面談を行っています。今後はグループホーム「はしかみ苑」の入所を予定しており、入所に向けてグループホーム職員が来院し、本人様及び主治医と話を行い状態確認を行っていく事としています。今後グループホーム職員より、面会についての話し合いの為病棟か主治医へ電話連絡が来る予定となっています。主治医の都合としては火曜日の午前中か午後3：30以降が可能だそうです。退院日については、詳細が決まり次第検討していく事としています。

＜安ヶ平先生診察＞

・中島　純子　様～鼻水継続しているが、咽頭痛は無くなったとの訴えあり小青滝湯が止めとなっています。PL（総合感冒薬）が明日の朝までとなっていますので、明日のリーダーは忘れず処方してもらってください。

・種市　久子　様～最近吐薬傾向見られており、主治医へ情報提供しています。来週の定期薬より減薬し服薬調整をしていくとの事で、主治医より本人へきちんと服薬するよう説明がありました。

・出河　攻　　様～来週よりセフジトレン処方予定となっています。

・津嶋　イチ子様～本人より肩痛の訴えあり、ナパゲルン軟膏1本処方となっています。

・市川　真紀子様～排便コントロールの為、シンラック液1本処方となっています。排便状況確認していきましょう。

＜看護度評価・検討＞

・澤口　直美様～B－Ⅲ（断続的な観察が必要・必要に応じた指導）

・田名部　浩平様～B－Ⅱ→B－Ⅲ

（断続的な観察が必要・部分的介助、継続指導→断続的な観察が必要・必要に応じた指導）

＜フローシートの記載について＞

現在、記入漏れを防ぐ為、フローシートの記載方法について検討しています。

・深夜帯にてフローシートを記入し、排便が－2日の場合は申し送りを行う。

・物品発注や処方箋及び面会票など挟めるものは準夜帯にて行う

などの案が出ています。今後も話し合いを行い検討していく事としています。

＜SST評価・検討＞

Ａグループ

（個人アプローチの反応）

井上　和美様～家族に電話する事が目標であるが、「内容が分からなくて電話出来なかった」と話している事からロールプレイしている。他者からのアドバイスにて家族に話す話題について話し合い本人も了承。ロールプレイでは上手に行っているが緊張している様子で用件のみの受け答えとなっていた。2回目のロールプレイ後は皆から上手に出来たと評価を得ている。

（全体の総括）

全体的にロールプレイを見て、積極的に意見やアドバイスを出す事が出来ている。患者様等にはコ・リーダーが声を掛け集中出来る雰囲気を作れたと思う。

Ｂグループ

（個人アプローチの反応）

袴田　将志様～母様面会時、外出を依頼した時の様子をロールプレイしている。良い点は相手の目を見てスムーズに目的（外出依頼）について話していた事、改善点としては目的以外に世間話など出来ても良かったのではないかとの意見があった。母役のスタッフが何を言っても本人「はい」としか返答なかった為、会話へ繋げていけるようになれば更に良くなると思われる。

（全体の総括）

今回、全員出来ているとの評価だった為、ロールプレイへどのように繋げていければ良いか進行時に難しさを感じた。時間が足りなくなった事から、改善点を含めた2回目のロールプレイが出来なかった。

（次回への課題）

袴田　将志様、面会があった場合は実践出来ているか確認お願いします。また、次回の目標設定はレベルアップした内容の設定をお願いします。

Ｃグループ

（全体の総括）

今回は全員参加され、どの患者様も短期目標の振り返りは出来ているが、発言が少なく1回目のロールプレイ実施後、2回目のロールプレイへは繋げられなかった。居眠り見られている患者様もいた為、進行がスムーズにいかなかった。

（次回への課題）

上手に患者様を評価出来なかった為、次回はロールプレイへ繋げられるよう関わり、患者様の評価をお願いします。

Ｄグループ

（個人アプローチの反応）

山田　隆雄様～「他の人と出来なかった」と話している事からロールプレイを実施。中森様とテレビを観ているという場面設定で行ったが、挨拶や話し掛けを上手に行う事が出来ていた。他者より、「もっと気軽に話し掛けた方が良いいかも」と意見あった為、2回目のロールプレイを行っているが笑顔で相手の顔をみて行っている。相手の中森様は表情素っ気無いが、本人は表情良かった。

（全体の総括）

男性の患者様は積極的に話しているが、女性患者様はスタッフ声掛けにての発言しており、返答も消極的である。会話の内容について漠然とした返答が目立ち、具体的にスタッフが尋ねると「食事のメニュー」と話す患者様が多かった。進行する順番を検討すると、さらに患者様のロールプレイが行いやすかったのではないかと考えられる。

（次回への課題）

女性患者様も積極的に参加して頂ける様進行できれば良いと思われる。

